
1. 市場に関するリスク

［1］ 自動車市場の競争激化

世界の自動車市場では激しい競争が繰り広げられています。

トヨタは、ビジネスを展開している各々の地域で、自動車メー

カーとの競争に直面しています。特に、当連結会計年度後半期以

降の金融危機を背景とした世界的な経済の急速な悪化に伴い、

自動車市場は縮小し、競争はさらに激化しています。また、世界の

自動車産業のグローバル化が進むことによって、競争は今後より

一層激化する可能性があり、業界再編につながる可能性もありま

す。競争に影響を与える要因としては、製品の品質・機能、革新性、

開発に要する期間、価格、信頼性、安全性、燃費、カスタマー・サー

ビス、自動車金融の利用条件等の点が挙げられます。競争力を維

持することは、トヨタの既存および新規市場における今後の成

功、販売シェア、財政状態および経営成績において最も重要で

す。トヨタは、昨今の自動車市場の急激な変化に的確に対応し、今

後も競争力の維持強化に向けたさまざまな取り組みを進めてい

きますが、将来優位に競争することができないリスクがあります。

［2］ 自動車市場の需要変動

トヨタが参入している各市場では、従来から需要が変動して

きました。各市場の状況によって、自動車の販売は左右されま

す。トヨタの販売は、世界各国の市場に依存しており、各市場の

景気動向はトヨタにとって特に重要です。金融危機を背景とし

た世界的な経済の急速な悪化に伴い、特に当連結会計年度後

半期以降、トヨタの主要市場である日本・北米・欧州における需

要の落ち込みは激しく、トヨタに大きな影響を与えています。こ

のような需要の落ち込みとトヨタへの悪影響は現在でも続いて

おり、この状況と悪影響がいつまで持続し、どのように推移する

かは不透明です。今後トヨタの想定を超えて世界経済の減速に

よる需要の落ち込みが継続または悪化した場合、トヨタの財政

状態および経営成績がさらなる悪影響を受ける可能性がありま

す。また、需要は、販売・金融インセンティブ、原材料・部品等の価

格、燃料価格、政府規制（関税、輸入規制、その他の租税を含む）

など、自動車の価格および自動車の購入・維持費用に直接に関

わる要因により、影響を受ける場合があります。

［3］ 自動車価格の変動

自動車市場の競争激化または需要変動は、自動車価格の変動

要因にもなりえます。即ち、競争が激化した場合、または消費が

落ち込んだ場合、自動車の販売台数が減少し在庫が増加するこ

とにより、価格低下圧力が強まる可能性があり、それによりトヨタ

の財政状態および経営成績が悪影響を受けるリスクがあります。

2. 事業に関するリスク

左記の自動車市場における競争力や、需要変動への対応力

に影響を与えうる要因として、「事業性のリスク」、「金融・経済の

リスク」および「政治・規制・法的手続・災害等に関するイベント性

のリスク」といった項目が挙げられます。

［1］ 事業性のリスク
■ お客さまのニーズに速やかに対応した、

 革新的で価格競争のある新商品を投入する能力

製品の開発期間を短縮し、魅力あふれる新型車でお客さまに

ご満足いただくことは、自動車メーカーにとっては成功のカギと

なります。世界的な経済悪化により、自動車市場の構造が急激

に変化している現在、お客さまの価値観とニーズの急速な変化

に対応した新型車を適時・適切にかつ魅力ある価格で投入する

ことは、トヨタの成功にとってこれまで以上に重要であり、技術・

商品開発から生産にいたる、トヨタの事業のさまざまなプロセ

スにおいて、そのための取り組みを進めています。しかし、トヨ

タが、品質、スタイル、信頼性、安全性その他の性能に関するお

客さまの価値観とニーズを適時・適切にかつ十分に捉えること

ができない可能性があります。また、トヨタがお客さまの価値観

とニーズを捉えることができたとしても、その有する技術、知的

財産、原材料や部品の調達、製造能力またはその他生産性に関

する状況により、価格競争力のある新製品を適時・適切に開発・

製造できない可能性があります。また、トヨタが計画どおりに設

備投資を実施し、製造能力を維持・向上できない可能性もあり

ます。お客さまのニーズに対応する製品を開発・提供できない

場合、販売シェアの縮小ならびに売上高と利益率の低下を引き

起こすリスクがあります。
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トヨタの事業その他のリスクについて、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は以下のとおりです。
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係るリスク要因のいずれによっても、投資家の判断に影響を及ぼす可能性があります。
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■ 効果的な販売・流通を実施する能力と

 ブランド・イメージの維持

トヨタの自動車販売の成功は、お客さまのご要望を満たす流

通網と販売手法に基づき効果的な販売・流通を実施する能力と

ブランド・イメージの維持・向上に依存します。トヨタはその参入

している各主要市場の規制環境において、お客さまの価値観ま

たは変化に効果的に対応した流通網と販売手法を展開し、ブ

ランド・イメージの維持と更なる向上に取り組んでいますが、そ

れができない場合は、売上高および販売シェアが減少するリス

クがあります。
■ 金融サービスにおける競争の激化

世界の金融サービス業界では激しい競争が繰り広げられて

います。自動車金融の競争激化は、利益率の減少を引き起こす

可能性があります。この他トヨタの金融事業に影響を与える要

因には、トヨタ車の販売台数の減少、中古車の価格低下による

残存価値リスクの増加、貸倒比率の増加および資金調達費用の

増加が挙げられます。これらのリスクは、足元の世界的な経済の

急速な悪化によって、より高まっており、自動車金融の競争状況

もさらに厳しいものとなっています。

［2］ 金融・経済のリスク
■ 為替および金利変動の影響

トヨタの収益は、外国為替相場の変動に影響を受け、主として

日本円、米ドル、ユーロ、ならびに豪ドル、加ドルおよび英国ポン

ドの価格変動によって影響を受けます。トヨタの連結財務諸表

は、日本円で表示されているため、換算リスクと取引リスクとい

う形で為替変動の影響を受けます。為替相場の変動は、外国通

貨で販売する製品および調達する材料の価格に影響を与える

可能性があります。特に、当連結会計年度は、米ドルなどの他通

貨に対する円相場の変動が激しく、今後も米ドルなどに対する

急激な円高が進行することにより、トヨタの経営成績に悪影響

が及ぶ可能性があります。

トヨタは、為替相場および金利の変動リスクを軽減するため

に、現地生産を行い、金利スワップ取引を含むデリバティブ金融

商品を利用していますが、依然として為替相場と金利の変動

は、トヨタの財政状態および経営成績に悪影響を与える可能性

があります。
■ 原材料価格の上昇

鉄鋼、貴金属、非鉄金属（アルミ等）、樹脂関連部品など、トヨタ

およびトヨタの仕入先が製造に使用する原材料価格の上昇は、

部品代や製造コストの上昇につながり、これらのコストを製品の

販売価格に十分に転嫁できない、あるいは仕入先がこれらのコ

ストを十分に吸収できない結果、トヨタの将来の収益性に悪影響

を与える可能性があります。
■ 金融市場の低迷

世界的な金融危機の影響により、現在、世界の金融市場は非

常に混乱しています。そのため、多くの金融機関や投資家は、そ

の財政状態の悪化により金融市場に資金を供給することが難し

い状況に陥っています。その結果、企業がその信用力に見合っ

た条件で資金調達をすることが困難になる可能性があります。

必要に応じて資金を適切な条件で調達できない場合、トヨタの

財政状態および経営成績が悪影響を受ける可能性があります。

［3］ 政治・規制・法的手続・災害等に関するイベント性のリスク
■ 自動車産業に適用される政府の規制

世界の自動車産業は、自動車の安全性や排ガス、燃費、騒音、

公害をはじめとする環境問題などに関するさまざまな法律と政

府の規制の適用を受けています。多くの政府は、価格管理規制

や為替管理規制を制定しています。トヨタは、これらの規制に適

合するために費用を負担し、今後も法令遵守のために費用が発

生すると予想しています。新しい法律または現行法の改正によ

り、トヨタの今後の費用負担が増えるリスクがあります。
■ 法的手続

トヨタは、製造物責任、知的所有権の侵害等、さまざまな法的

手続の当事者となる可能性があります。トヨタが当事者となる

法的手続で不利な判断がなされた場合、トヨタの今後の財政状

態および経営成績に悪影響が及ぶリスクがあります。
■ 政治動乱、燃料供給の不足、交通機能の障害、自然災害、

 戦争、テロまたはストライキの発生

トヨタは、全世界で事業を展開することに関連して、さまざま

なイベントリスクにさらされています。これらのリスクとは、政

治・経済の不安定な局面、燃料供給の不足、交通機能の障害、自

然災害、戦争、テロ、ストライキ、操業の中断などが挙げられま

す。トヨタが製品を製造するための材料・部品・資材などを調達

し、またはトヨタの製品が製造・流通・販売される主な市場におい

て、これらの事態が生じた場合、トヨタの事業運営に障害または

遅延をきたす可能性があります。トヨタの事業運営において、大

規模または長期間の障害または遅延が発生した場合、トヨタの

財政状態および経営成績に悪影響が及ぶリスクがあります。
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